
 

これまで浜松学院中学校の中心として活躍して

くれた３年生に変わり、１０月より後期生徒会の活

動が始まりました。学校行事の多い２学期を生徒会

で盛り上げて、中学校の結束を高めてほしいと思い

ます。３年生は、今までの経験を活かしながら温か

く見守り、支援してください。 

〇後期生徒会組織 

 

 

１，２年生は、３年生から受け継いだ部活動のバトンをしっかりとつなぎ大活躍し

ました。男女バスケットボール部は、大熱戦を見事に制しアベック優勝することがで

きました。新人大会の結果をご紹介します。他の部活動においても個人戦等に出場し

ています。また、夏季大会の結果より、本校３年生の３名が「浜松市バスケットボー

ル協会優秀選手賞」を授与されました。 

これからも応援よろしくお願いします。 

〇浜松地区新人総合体育大会  

  男女バスケットボール部優勝  

   男子決勝 浜松学院 72-69浜松開誠館 女子決勝 浜松学院 61-48浜松開誠館 

  剣 道 部  ２年青木佑弥（都田中との合同チームで団体戦出場） 

  陸上競技部  １年宮﨑楓大 1500M出場 

  柔 道 部  １年加藤伯來出場 

〇浜松市バスケットボール協会優秀選手賞 

（男女別に浜松市内中学校から８名の生徒が選ばれました。） 

  男子：河合咲陽・和田悠慎 女子：太田理央 

学院中だより 興誠学園教育理念「誠の精神」

生徒会長 平 本  琉 偉 

副会長 吉 田  悠 力     小 山 田  佳 奏 

書記 山 田  煌 月     宮 内   杏 

専門委員長 
小河路希美（学級委員） 長谷風夏（生活） 山地勇輝（学習） 

檜室皇良（美化）    鈴木陽人（保体） 

令和５年１０月１８日  第９号 文責 鈴木清吾 

後期生徒会スローガン 「笑顔絶えない学校づくり ～あいさつは人と人を繋ぐ～」

楽しく笑顔で学校生活を送れるよう、生徒会メンバー一丸となって活動を目指します。 

生徒総会(10/16)より 



夏季大会・新人大会の結果は、浜松市中体連年間誌「挑戦」に各校代表の言葉とと

もに掲載されます。以下に新人大会優勝校として、「挑戦」掲載予定の男女キャプテ

ンの文章を掲載します。 

 

 

６月 15日（木）に植え付けをしたさつまいもを、

２週（9/28，10/5）にわたり収穫しました。植え付

けのときと同様に「恩地町環境みどりの会」の方々

に協力していただきました。年末には、地元スーパ

ーでの販売を計画しています。作物を育て収穫し、

販売までの過程を体験し、働くことを通して様々な

方々と交流する機会に

していきます。もちろん

生徒たちは焼き芋にし

ていただきました。 

男子バスケットボール部主将 平本琉偉 
僕たちの目標は、全国大会で優勝することです。先輩方と一緒に成し遂げられなかっ

たこの目標を、先輩方の悔しい思いを胸に「今年は全国に出て優勝する」という強い気
持ちをもって、全力で練習に励んでいます。新チームとなって間もないですが、練習の
成果が“浜松地区新人大会優勝”という形で表れて、嬉しく思います。 
僕たちのチームの課題は、コートの中でコミュニケーションが取れていないことで

す。プレーがうまくいかないときにはお互いのプレーについて指摘し合い、そこを修正
することが必要です。コミュニケーションを取りやすい雰囲気を作るためには、チーム
全員で練習中から声を出し、お互いに鼓舞し合える環境を作ることが大切だと思いま
す。そこで、僕はキャプテンとして、率先して声を出しています。また、本当に強いチ
ームはプレーだけでなく、日常生活も模範でなければいけません。そして何より「応援
したい」と思われるチームになるために、待機場所の整理整頓や挨拶をきちんとするこ
とを心掛けています。 
良い準備をし、西部地区新人大会も全力で取り組みたいと思います。応援よろしくお

願いします。 
 

女子バスケットボール部主将 長谷風夏 
私たちは「東海大会出場」を目標に、日々練習に取り組んでいます。今回の浜松地区

新人大会では「チーム一丸となること」「勝敗に関わらず、一試合を通して内容が良い試
合をすること」を目指して臨みました。試合中は、良いプレーがあったときに、コート
に立っている選手だけでなく、ベンチメンバーや応援に来てくれた保護者の方と一緒に
盛り上がっていました。その結果、とても良い雰囲気の中で決勝戦も戦うことができ、
優勝することができました。いつも支えてくれているお母さん・お父さんのためにも、
優勝することができて良かったと思います。 
試合では良い場面もあればそうでないときもあります。今回の大会では、悪い流れの

ときに選手同士でコミュニケーションを十分とることができませんでした。今後の練習
では全員が声を出してプレーできるよう、キャプテンである私が、皆を声で引っ張って
いけるように意識して取り組んでいきたいと思います。そして、チーム全体で今できて
いないことをできるようにして、西部地区新人大会に向けて更にレベルを上げていきま
す。応援よろしくお願いします。 


